
【  舞姫 が人間社 会に示す もの  】      

  

①私自身 、舞姫を 通して、 豊太郎や エリス、 相沢のこ とを知っ ていくに したがっ て、 彼 ら

を鏡とし て自分自 身を見つ め、更に は人間の 社会を見 つめるに 至った。  

 それは 人間の生 理的なも のや心理 的なもの といった 誰もが必 ず持って いる欲や 自我 、 自

尊心など を目の当 たりにし たことに よる。  

 私はこ の作品が 人間の人 間らしい 姿を凝縮 したもの のように 思える。  

 そして それを暗 に私たち に示し出 している 気がして ならない のだ。  

 つまり 、舞姫自 身が人間 社会に、 人間とい う生き物 の奥底に あるもの は、先に 述べ た よ

うな美し いとは言 い難い心 であり、 所詮人間 はこのよ うな生き 物である  

 という ことを示 している のだ。  

 

 

②それら は、豊太 郎とエリ スと相沢 、また、 彼らに関 わる人々 やその間 で起こっ た様 々 な

出来事か ら窺うこ とができ る。  

 まず、 まず最も 人間性が 表れてお り、それ がために 多くのこ とを投げ かけるの は豊 太 郎

である。  

 豊太郎 は「我が 有為の人 物なるこ とを疑わ ず、また 我が心の よく耐へ んことを 信じ た り

き」とあ るように 、自分自 身に自信 があり、 そのこと もあって かプライ ドもあっ   

 た。  

 それに も関わら ず、「独 立の思想 」を抱き つつも、 結局は「 人のたど らせたる 道を 、 た

だ一筋に たどりし のみ」「 ただ外物 に恐れて 自ら我が 手足を縛 せしのみ 」の  

 ように 、自分と いう存在 を自分の 中だけに 閉じ込め てしまう 、弱く、 哀れな心 を過 去 か

ら現在に 至るまで 引きずっ ている。  

 これら のことか ら、豊太 郎は、人 間は表面 上のそれ は心の作 用によっ て抑制、 また は 作

り出され たもので あるとい うことを 示してい る。  

 それは 自らを尊 び、自ら に自信を 持った心 が必ずあ るのにも 関わらず 、それを 表面 上 に

出させな くする、 弱く臆病 な心が強 く影響し ているこ とによる 。  

  

 例えば 、写真を 撮られる ことを嫌 がる人は 割といる 。  

 女子な らなおさ らである 。   

 その人 達は、声 をそろえ て「写真 写りが悪 いから。 」と言う 。  

 私が思 うに、彼 女らは「 本当の自 分はもっ とかわい い（かっ こいい） のに、写 真で は 別

人みたい にブサイ クになっ ちゃう。 」からと いうのが 心理にあ るのだろ う。  

 「自分 はもっと かわいい（かっこ いい）」と 信じる心 があるの にも関わ らず、そ れが「別



人みたい にブサイ クになる 」のが怖 くて、そ の心を抑 えて表面 上は、つ まり実際  

 の言動 では「写 真写りが 悪い」と 言って、 結局写真 に写るこ とを嫌が るのだ。  

  

 

 次にエ リスだが 、彼女が 豊太郎を 愛してい たかは定 かではな いが、豊 太郎に出 会っ た 場

面からは 人間の人 間らしさ がよく見 受けられ よう。  

 エリス は「垢つ き汚れた りとも見 え」ない 服を着、 わざわざ 人に見つ けられや すい 通 り

にある寺 門の扉の 所で泣い ていたが 、そんな 人に「家 に一銭の 貯へだに な  

 し」と 言われて 、「そう か、かわ うそうに 」とお金 を渡す人 が本当に いるだろ うか。   

 

 しかも エリスは １５歳で ビクトリ ア座に入 り、２年 たった現 在では「 場中第二 位の地位 」

を占めて いる。そ のことか らも感情 を表現す ることに は長けて いたと思 われ  

 る。  

 そうい うわけで エリスは 自分の利 益のため 、欲のた めに人を 欺くとい う行動を とっ た と

考えられ る。  

 これら のことは 人間の欲 深さを明 確に示し ている。  

  

 利益や 欲のため に人を欺 くとまで はいかな いが、や はり私に も欲深な 心が様々 な場 面 で

発揮され ているこ とに気付 かされた 。  

 例えば 、次の授 業に成績 に関わる 小テスト が控えて いるとい う状況の 授業で、 好成 績 を

求めるが 故、その 授業中に こっそり と勉強し ていたり する。  

 いくら 小テスト で好成績 を挙げた としても 、欲深な 心が他の 授業を疎 かにさせ たこ と に

なるので あれば、 心から喜 ぶべきで はないだ ろう。  

 いづれ にせよ、 人間は窮 まった状 況に陥る と欲深な 心が実際 の行動と して表れ るも の な

のである 。  

 

 

 相沢の 言葉から も人間と いう生き 物を表す ものが見 られる。  

 相沢は 、豊太郎 の不運で 波瀾に満 ちた過去 を責めよ うとしな かったり 、忠告を して く れ

たりと豊 太郎想い の良き友 人である が、やは り「朋友 に利なく 、己に損  

 あれば なり」と あるよう に最後は 自分にと ってどう かという ことを物 事の基準 にし て い

るように 考えられ る。  

 良い人 間でも自 我があり 、やはり それを押 し通した いと考え るのは、 人間とし て当 た り

前のこと なのだろ う。  

  



 このこ とを悟っ たのは舞 姫を読ん でそう思 ったのは 言うまで もないが 、それ以 前に も あ

る友人を 見てそれ に近いこ とを考え させられ た。  

 その子 はとても 優しく、 いつも自 分よりも 他人を優 先する子 で、一緒 にいて気 が引 け る

ほどだっ た。  

 しかし 、その子 が学級委 員に抜擢 されると 首を横に 振り続け た。  

 その子 の性格か ら、「自 分よりふ さわしい 人がいる のではな いか」や 「自分に はそ ん な

責任は背 負えない 」と考え てのこと だとは思 うが、皆 が推奨し ているの に、い  

 つまで も受諾し なかった 。  

 この場 合、逆に 了承しな い方が皆 が困るの にその子 は自分を 押し通し た。  

 全く悪 気は無く 、むしろ 良いよう に考えた からこう なってし まったの ではある が、 結 果

的には「 自我」を 押し通し たのだ。  

 

 

③以上の ことから 、舞姫は その登場 人物の人 格や言動 の背後に ある心を 多様に表 現す る こ

とによっ て、人間 社会に、 人間は心 の奥底に 醜く、粗 悪な心を 必  

 ず持っ ているこ とを示し 、それに対 するそれ に対する 憂えを読 者に投げ かけてい るのだ 。 

  

 しかし 一方で、 舞姫を生 んだ森鴎 外自身に そのよう な意図が あったか は判断し がた い も

のがある 。  

 あくま で、この 文章は豊 太郎の目 線から描 かれてい るし、豊 太郎、エ リス、相 沢だ け が

人間では 当然ない からであ る。  

 その点 で、森鴎 外自身は この作品 を通して 何が伝え たかった かは定か ではない が、 私 自

身はこの 作品を通 してこの ような読 みをし、 少し冷淡 ではある かもしれ  

 ないが 、人間と は所詮こ んなもの であると 悟ったの である。  

   


